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ほうつ とする 程 長い 白浜の 先 は、 また 目 も 届かぬ 海が 

揺れて ゐる。 其 波の 青色の 末が、 自づと 伸し 上る 様に 

なって、 頭の 上まで 拡がって 来て ゐる空 だ。 其が 又、 

ふり 顧る と、 地平 をく ぎる 山の 外線の、 立ち 塞って ゐ 

る処 まで 続いて ゐる。 四顧 俯仰して 目に 入る もの は、 

此 だけで ある。 日が 照る 程 風の 吹く ほど、 寂しい 天地 

であった。 さう した 無聊な 目 を睜ら せる 物 は、 忘れた 

時分に ひよ つくりと、 波と 空との 間から 生れて 来る I 

I 誇張な しに —— 鳥と 紛れさうな 刳り 舟の 姿で ある。 



遠目に は 磯の 岩 かと 思 はれる 家の 屋根が、 ひと かたま 

リ づ、、 ぼつつ りと 置き 忘られて ゐる。 琉 球の 島々 に 

は、 行っても く、 こんな 島ば かりが 多かった。 

我々 の 血の 本筋に なった 先祖 は、 多分 かう した 島の 生 

活を 経て 来た ものと 思 はれる。 だから、 此 国土の 上の 
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生活が 始 つても、 まだ 万 葉 人まで は、 生の 空虚 を 叫ば 

なかった。 「つれぐ」 「さ うん \ しさ」 其が 全 内容に 

なって ゐた、 祖先の 生活で あつたの だ。 こんなの が、 

人間の 一生 だと 思 ひつめ て 疑はなかった。 又 さう した 

考 へで、 ちょっと 見当の 立たない 程 長い 国家 以前の、 

先祖の 邑落の 生活が 続けられて 来たのに は、 大きに 謂 



祖の村 住 ひも、 正に 其と ほりであった。 村に は 歴史が 

なかった。 過去 を考 へぬ 人た ちが、 来年. 再来年 を予 

想した 箬 はない。 先祖の 村々 で、 予め 考 へる 事の 出来 

る 時間が あると したら、 作 事 はじめの 初春から 穫リ納 

れに 到る 一年の 間であった。 昨年 以前 を 意味す る 「こ 

そ」 と 言 ふ 語 は、 昨日 以前 を 示す 「きそ」 から、 後代 

分化して 来たので あった。 後年 だから、 仮字 遣 ひ はお 

と、 しと、 合理論 者が きめた 一 昨年 も、 ほんとう はさ 

うでない。 をと、 しの 「をと」 に は、 中に 介在す る も 

の を 越した 彼方 を 意味す る 「をち」 と 言 ふ 語が 含まれ 

てゐ るの だ。 去年の 向う になって ゐる 前年の 義で 
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「彼 年」 である。 一 つ 宛 隔て ゝ、 同じ 状態が 来る と 言 ふ 

考へ 方が、 邑落 生活に 稍 歴史観が 現れ かける 時に なつ 

て、 著しく 見えて 来る。 祖父と 子が 同じ 者で あり、 父 

と 孫との 生活 は 繰り返し であると 言 ふ 信仰の あった 事 

は、 疑 ふことの 出来ぬ 事実 だ。 ひょっとすると、 其 頃 

になって、 暦の 考 へが 此 様に 進んで 来たの かも 知れぬ。 

去年と 今年と を 対立 させて 居た ので ある。 其 違った 条 

件で 進む 二つの 年が、 常に 交替す る ものと して ゐ たと 

言うても、 よさ、 うで ある。 此 暦法の 型で 行けば、 こ 

としと をと、 しのこ その としは、 をと、 し 先の 年 (万 

葉) のく リ 返しで ある。 完全に 来年. 再来年 を 表す 古 



語の、 出来ず じ まひに すんだ 古代に も、 段々、 今年の 

くり 返し は 再来年、 来年 は 去年の 状態が 反覆 せられる 

ものとの 考 へが、 出て 来て ゐ たかと 思 ふ。 

其が 又、 一年の 中に も、 二つの 年の 型 を 入れて 来た。 

国家 以後の 考へ 方と 思 ふが、 一年 を 二つに 分ける 風が 

出来た。 此は 帰化 外人. 先住 漢人な どの 信仰 伝承が、 

さう した 傾向 を 助長 させたら しい。 つまり 中元の 時期 

を界 にして、 年 を 二つに 分ける 考へ である。 第一に 「大 
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祓へ」 が、 六月と 十二月の 晦日に 行 はれる 様になった 
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のに 目 をつ けて ほしい。 遠い 海の 彼方なる 常世の国に 

鎮る 村の 元祖 以来の 霊の、 村へ 戻って 来る のが、 年改 



した 「孤島 苦の 琉球」 など も、 千 何百 年 を 所在な く暮 

した 島人の 吐息 を、 一 人で 一 返に 吐き出した 様な、 勝 

ち 方の 国の 我々 を さへ、 寂しがらせる 書物で ある。 首 

里 宮廷の 勢力の 強く 及んだ 島 尻 • 中 頭 は 其で もよ かつ 

た。 君主の 根 じろ であった 島の 北部 国 頭 郡に は、 や は 

リ 伝来の 「さ うん \ しさ」 が充 ちて ゐて、 今では そ 

ろ/^ はけ 口 を 探し出して ゐる。 さう した 海岸の 村々 

を 歩いて、 ぞっと させられた。 孤島 苦が 人間の 姿 を 仮 

りて 出た 様な、 いぶせく いたましい 老人の 倦い 眦に遭 

うた 時の 気持ちで ある。 山 多き が 故に 山 原で 通って ゐ 

る 国 頭 郡の 山中に は、 新暦の 正月に 赤い 桜が 咲く さう 



である。 私 は 二度まで 国 頭の 地 を 踏んだ が、 いつも 東 

京で さへ 暑い 盛りの 時ば かりであった。 一度 は、 緋桜 

の 花の、 熱帯 性の 潤 葉の 緑の 木の間から、 あはれ に 匂 

うて ゐる 様が 見たい と は、 思うた ばかりで 縁がない。 
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其 桜 は 日本 旅の 家づ とに、 昔 誰か > 持ち 還った もの か。 

元々 島の 根 生 ひで あつたか。 其 側の 学者に は、 既に 訣 

つて ゐる事 かも 知れぬ。 

加納諸 平の 「鳆玉 集」 に は、 島の 貴族の 作った やまと 

剩が 載って ゐる。 薩 摩の 八 田 氏な どから 供給 せられた 

材料で あらう。 其 頃から もう、 伊勢 物語 を なぞった 様 

な、 島の 貴族の 自叙伝 も 出来て ゐた。 源氏 や 古今 や 万 



葉 も、 手に 触れた 人は尠 くなかった。 国の 古蹟 • 家の 

由緒 を 語る 碑文の 平仮名が、 正確で 弾力の ない 御 家 流 

である 如く、 島人の 倭 文 • 倭 歌 は、 つれぐ の 結晶 か 

と 思 はれる 程、 類型の 重く るし さを湛 へて ゐる。 島の 

孤島 苦の 目 醒めに は、 島津 氏な どの やり方が、 大分 原 

因に なって ゐる。 やまと 人と 言へば 薩摩 者。 こ はらし 

い 人ば かりの 様に 想像 せられても、 やっぱり 何 か心惹 

くもの があった らう。 

おもろ 草紙の 古語に も、 生きた 首 里の 内裏 語に も、 別 

^ の 古い 語が、 到る 処に 交り こんで ゐた。 首 里 宮廷 

の 巫女の 伝へ た 古詞に は、 島 渡りして 来た 山城の 都の 
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源 河奔川 や、 水 か。 湯 か。 潮 か。 
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源 河 女 童の 御す ぢ どころ (源 河 節) 

此源河 節に 対する 疑問な ど は、 私に とって、 此 学者の 
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記念に なった。 

私 は 其 前年 かに、 宫 古島から 戻って 来て、 今大阪 外国 

語学 校に 居る にこら い • ね ふす きいさん から、 一 つの 

好意に 充 ちた 抗議 を 受けて ゐた。 私の 旧 著 万葉集 辞典 

と 言 ふの は、 今では 人に 噂せられ る さへ、 肩身の 窄ま 

る 思 ひの する 恥し い 本で ある。 其 中に 「変 若水」 と 言 

ふ 万 葉の 用語に 関した 解釈 を 書いて ゐた。 万 葉に 
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「月 読の 持た る 変 若水」 と 言 ふ 語が ある。 此月読 神 は 



二 ョ シャゥ 

女性た ちの 残り 住んで 居られる、 今の 尚 家の 首 里 邸 

—— へ 此人を 案内した 時 も、 手水 盥に水 を 汲んで 「御 

すぢ みしょうれ (みしょうれ = ませ)」 と言うた つけ。』 

かう 川 平さん も、 口 を 挿んだ。 私 は、 残念で もね ふす 

^さんの 説が、 段々 確かにな つて 来る の を 感じた。 

『お 二人さん。 私の 考へ はかう です。 今のお 話で、 M 

ぢ ゆん にニ義 ある 事が 知れました。 孵る 義と、 沐浴に 

関する 義 とです。 此はー つの 原義から 出た ので、 やつ 

ぱリ 先から 言うて ゐる 「若が へる」 と 言 ふ 事に 帰す る 

のでせ う。 清明 節に 若水 を 国王に 進める 時に 言うた 語 

で 「若が ヘリ ませ」 の義 であった。 其が、 水 を まゐら 



せる 時の きま リ 文句と して、 常の 朝の 手水に も 申し 上 

げた。 いっか 「若 やぎ 遊ばせ」 位の 軽い 意に とられて、 

国王 以外の 人々 にも、 鄭重な 感じ を 以て 言 はれる 様に 

なって 「顔 手足 をお 洗 ひなさい」 の 古風な 言 ひま はし 

と考 へられて ゐ るので す。 教 へて 頂いた 源 河 節な ども、 
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清明 節の 浜 下り • 川下りの 風から 出た 歌で、 節の 水で 

身 禊ぎ をす る 村人の 群れに、 娘た ち もま じった。 其 を 

窺 ひ 見たがる 若者の 心持ちな のでせ う。 清明 節 以外の 

祭りの 日に も、 川下りしたり、 水浴び をした かも 知れ 

ない。 ともかく やはり 「若 やぐ (若が へる よりも 軽い 

意で) 様に」 との 水浴びで、 唯の 「洗 ふ」 「浄 める」 で 



はあります ま い。』 

こんな 話な ど をして 那覇の 宿へ 引きと つた。 其 後 四 五 

日経って、 先 島の 方へ 出掛けた。 宫 古島で もや はり 孵 

る 事ら しい。 八重 山の 四箇 では、 孵る のに も 言 ふが、 

蛇 や 蟹の 皮 を蛻ぐ 事に も 用ゐら れてゐ る。 此 島に は、 

物識りが 多かった。 気象台の 岩 崎 卓 爾翁は 固より、 喜 

舎 場 永 珣氏其 他が 申し 合せた 様に 証 歌 を あげて 説かれ 

た。 「やく ぢ やま 節」 などに ある 「まれる (= うまれる) 

かい、 すでる (= しぢ る) かい」 のす でる は、 まれる 

の 対句 だから、 やはり 「生れる 甲斐」 である。 しぢゅ 

の 孵る も、 実は 生れる とい ふ義 から 出た の だ。 かう 



頼まう。 

清明 節の しぢ 水に、 死んだ 蛇が はまったら、 生き 還つ 

て 這 ひ 去った。 其が しぢ 水の 威力 を 知った 初め だと 説 

くの が、 先 島 一帯の 若水の 起原 説明ら しい。 此語は 其 

以前ね ふす きいさん も、 宫古. 離島に 探訪して 来た 様 

である。 ある 種の 動物に はすで ると 言 ふ 生れ 方が ある _ 

蛇 や 鳥の 様に、 死んだ 様な 静止 を 続けた 物の 中から、 

又 新しい 生命の 強い 活動が 始まる 事で ある。 生れ 出た 

後 を 見る と、 卵が あり、 殻が ある。 だから、 かう した 

生れ 方 を、 母胎から 出る 「生れる」 と 区別して、 琉球 

語で はすで ると 言うた ので ある。 気さくな 帰依 府 びと 



は、 しぢ 水と も 若水と も 言 ふから、 すでる • しぢ ゆん 

に 若返る と 言 ふ義の ある 事を考 へたので ある。 さう 説 

ける 用例の、 本島に もあった こと を 述べた。 

さう 説く のが 早道で も あり、 ある 点まで 同じ 事 だが、 

論理 上に 可な りの 飛躍が あった。 すでる は 母胎 を 経な 

い 誕生で あつたの だ。 或は 死からの 誕生 (復活) とも 

言へ るで あらう。 又は、 ある 容れ 物からの 出現と も 言 

はれよう。 し ぢ水は 誕生が 母胎に よらぬ 物に は、 実は 

関係の ない もので、 清明 節の 若水の 起原 説明の 混乱 か 

ら 出て ゐる事 を 指摘した の は、 此為 である。 すでる こ 

とのない 人間が、 此 によ つ てす でる カを享 けようと す 



物の 例 を 見れば、 もっと 明らかに 此 事実が 訣る。 殊に 

熱帯 を 経て 来た ものと すれば、 一 層 動物の 生活の 推移 

の 観察が 行き届いて ゐる害 だ。 蛇で も 鳥で も、 元の 殼 

に は 収まり きらぬ 大きさに なって、 皮 や 卵殼を 破って 

出る。 我々 から 見れば、 皮を蛻 ぐまでの 間 は、 一種の 

ねむりの 時期であって、 卵 は 誕生で ある。 日. 琉共通 

の 先祖 は、 さう は考 へなかった。 皮を蛻 ぎ、 卵 を 破つ 

てからの 生活 を 基礎と して 見た。 其で、 人間の 知らぬ 

者が、 転生 身 を 獲る 準備の 為に、 籠る のであった。 殊 

に 空 を 自在に 飛行す る 事から、 前身の 非凡 さ を 考へ出 
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す。 畢竟 卵 や 殻 は、 他界に 転生し、 前身と は 異形の 転 



ら 出た 君主. 英雄の 話が ある。 古代 君主の 姓から、 卵 

からと 言 ふよ リ瓠 から 出た と 解せられ てゐ るの も ある。 

日本で は 朝鮮 同様、 殻 其 他の 容れ 物に 入って、 他界 か 

ら 来る ことにな つて ゐる。 他界と 他生 物との 違 ひで あ 

るが、 生物 各 別の 天地に 生きて、 時々 他の 住居 を訪ふ 

ものと 見て ゐた 時代で ある。 だから、 畢竟お なじ 事に 

なる の だ。 

秦ノ河 勝の 壺- 桃 太郎の 桃 • 瓜 子 姫 子の 瓜な ど 皆、 水に 

よって 漂 ひついた 事に なって ゐる。 だが 此は、 常世 か 

ら 来た 神の 事 を も 含んで あるの だ。 瓢- うつぼ 舟- 

無 目 堅 間な どに 入って、 漂 ひ 行く 神の 話に 分れて 行く。 



だから、 何れ、 行かず とも、 他界の 生 を 受ける 為に、 
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赫耶姫 は 竹の節 間に 籠って ゐた。 此 籠って ゐる、 異形 

身 を 受ける 間の 生活の 記憶が 人間の こもり • ^^とな 

つた。 いみ やに ひた や こもりす る ことが、 人から 身 を 

受ける 道と 考 へられた。 尚 厳重な もの は、 衾に 裹 まれ 

て、 長く ゐ ねばならなかった。 

かう した 殻 皮な どの 間に ゐる 間が 死であって、 死によ 

つて 得る もの は、 外来の ある 力で ある。 其 威力が 殼の 

中の 屍に 入る と、 すでる とい ふ 誕生 様式 をと つて、 出 

現す る ことになる。 正確に 言へば、 外来 威力の 身に 入 

るか 入らぬ か、 V 境で あるが、 ま づ殻を もって、 前後 生 



日本の 「をつ」 も 其に 当る。 彼方から 来る と 言ふ義 で、 

^^の 動詞 化の 様に 見える が、 或は 自らす る を をつ、 

人の する 時 を をく (招) と言うた のか。 さう すれば、 

語根 「を」 の 意義まで 溯る 事が 出来よう。 ^なる 語 

が、 人間 生活の 根本 を 表したら しい 例 は、 をち なしと 

言 ふ 語で、 肝 魂 を 落した 者な ど を 意味す る。 柳 田 国 男 

先生 は、 なる 外来 魂を稜 威なる 古語で 表した の だ 

と 言 はれた が、 恐らく 正しい 考へ であらう。 さ-み 

^ • いつのな ど 使 ふの は、 天子 及び 神の 行為 • 意志 

の 威力 を 感じての 語 だ。 

ちはやぶるの 語原 は 「いちは やぶる」 であるが、 皇威 



の畏 しき 力 を ふるま ふ 事になる。 此 をう ちはやぶると 

も 言うて ゐ るから、 をち といつ • いちの 仮名 遣 ひの 関 

係が 訣る。 引いて は、 神の 憑り 来る 事 も 動詞 化して M 

叫と 言 ひ、 体言 化して い つかし . いちに はな ど 言 ふ 様 

になった もの か。 さは、 後世み たまの ふゆな ど 言 ひ、 

古く は をち と言うた ので あらう。 をと こ . をと めな ど 

も、 壮夫. 未通女. 処女な ど 古くから 当てる が、 村の 

神人た るべ き 資格 あ る 成年 戒を 受けた 頃 の 者 を 言う た 

のが 初めで あらう。 

うずめと 言 ふ 職 は、 鎮魂 を 司る もので、 葬式に もうず 

ゆが 出る。 此 資格の 高い もの を鈿女 命と 言 ふ。 臼 女で 



はない。 恐し の 「を ぞ」 と 言 ふが、 やはり 仮名の 変化 

でう つめ. をつ めだと 思 ふ。 魂 を 「をち ふらせる」 役 

であらう。 出現す る 意から うつ ： つつしと なって、 現 

実 的な 事 を 言 ひ、 うつ 、などに 変った こと は、 まさ . 

まさしの、 元は 神意の 表出に 言 ふのと 同じい。 ^0, 

^7- を とめに 対して は、 天の ます ひとが ある。 うつる. 

うつす も 神の 人に 憑っての 出現で あり、 ^ (V 氏) 

も 外来 神霊 を 血族 伝承に よって つぐこと が 行 はれて か 

らの 語で、 其 を 続け て 受ける 団体 の 順序が ，s と 言 ふ 

具体的な のに、 対して ゐる。 物 部の 八十 氏 川の 「氏」 

も、 実は 氏 多き を 言 ふので はなく うち を 多く 持つ こと 



であらう か。 

血族の 総体 を 一 貫して 筋と 言 ひ、 其義 から 分化して 

線 • 点. 処 などに 用ゐ る。 沖緦 でも やはりす でに は 「完 

全に」 の 意で ある。 すつ • うつ • うつる も皆 「を はる」 

の 意から、 投げ出す の義 になった ものである。 すだく 

は 精霊な ど の 出現 集合す る - J とで あらう。 

かう して 見る と、 をつ • いつに 対する すつ があった 様 

である。 奥津棄 戸の すた へ も 霊牀の 意で あらう。 お 

叫 • TT^ に 当る 琉 球の 古語 「す ぢ」 は、 ^.3^ な 

ど 色々 の 形に なって ゐる。 先祖な どもす ぢ と 言う た 様 

である。 よく 見る と、 神の 義が ある。 聞 得 大君 御殿の 



三 御前の 神、 即 おす ぢ のお 前 • 金の 御お すぢの 御前 • 

御 火鉢の 御前の 中、 金の みおす ぢは、 来と 共に 来た 霊 

であって、 後世 穀 神に 祀 つた。 おす ぢの 御前 は 先祖の 

神と 解せられ てゐ るが、 王朝 代々 の 守護神なる 外来 魂 

である。 

五 



私 は、 すぢ あとい ふ 「人間」 の 義の琉 球 古語の 語原 を 

「すでる 者」 「生れる 者 (おは 名詞 語尾)」 の義に 解して 

ゐ たが、 抑 此 解釈の 出発点に 誤解の ある こと を 悟つ 



た。 すでる 者 は即、 外来 魂 を 受けて 出現す る 能力 ある 

もの、 意で ある。 だが、 皆此 語の 用例 は 特殊で ある。 

神意 を 受けた 産出 者で ある。 選ばれた 人で ある。 恐ら 

く 神人の 義 である こと、 日本の ひと • ます ひと (まさ) 

と 同じで、 巫女の 古 詞章に 出て 来る もの は、 神人 以外 

の 者に は亘ら ぬから、 同じ 古詞の 中に も、 すぢ あが 一 

般の 人の 義に 解して 用ゐ られ、 世間で も 使 ふ 様になつ 

たの だと 思 ふ。 国王 及び 貴人 の 家族 は 皆 神人 だから、 

すぢ あで ある。 すぢ 人と 言 ふより は、 すぢリ 人の 意で 

ある。 すぢの 守護から 力 を 生じる として、 す ぢを言 は 

ぬ 世に はまぶ り (守り) を 以て 魂 を 現した。 体外の 魂 



を 正邪に 係らず ものと 言 ふ 様になった。 

すぢ あに 見える 思想 は、 日本側の 信仰 を 助けと して 見 

ると、 「よみが へる もの」 でも 訣 るが、 根柢 は 違 ふ。 一 

家系 を 先祖 以来 一人 格と 見て、 其が 常に 休息の 後 また 

出て 来る。 初め 神に 仕へ た 者 も、 今 仕へ る 者 も、 同じ 

人で あると 考 へて ゐ たの だ。 人であって、 神の 霊に 憑 

られて 人格 を換 へて、 霊感 を 発揮し 得る 者と 言 ふので、 

神人 は 尊い 者であった。 其が 次第に 変化して 来た。 神 

に 指定 せられた 後 は、 ある 静止の 後 転生した 非人 格の 

者で あるのに、 それ を 敷衍して、 前代と 後代の 間の 静 

止 (前代の 死) の 後 も、 それ を 後代が つぐの は、 とり 



だから 神から 見れば、 一 系の 人 は 皆 同格で ある。 日本 

の 天子が 日の 神 • 御祖 • ひるめの 頃から、 いつも 血族 

的に はに、 ぎの 命と 同格の すめみ まで あり、 信仰的に 

は 忍 穂 耳 命 同様 日の 御子であった。 琉球 時代 は、 天子 

をて だてと 言うた。 太陽の 子で ある。 後に 太陽 を 譬喩 

にした 者と 感じて、 太陽 を さへ てだてと 言うた。 日の 

御子で ある。 

すでる の 原義 は、 謂 は > 出現す る 事であった。 日本で 

言へば、 出現の 意の と 言 ふ 語で ある。 或は^ y で 

ある。 のつ く 動作 を 言 ふ 語で、 即、 母胎に よらぬ 

誕生で ある。 ^と 言 ふ 日本語 も、 ^. 劍の義 と 言 ふ 



より は、 すでる 義 があった ので はない か。 荒 .現- 顕 

などの 内容が あった。 あら 人 神な ど 言 ふの も、 すぢぁ 

にして 神なる 者と 言 ふこと で、 君主の 事で ある。 地方 

の 小 君主 も あら 人 神なる が 故に、 社々 の 神主と しての 

資格に 当る ので、 其 を 回して、 其祀る 神に も 言うた。 

併し 古文の 用例と して は、 神主 を 神なる ものと して 言 

うたと 見る 方が よい 様 だ。 ^ (幣) に対して、 

^ (歌) が あり、 い つ 何と 言 ふ 用語 例 も、 厳 欞- 劇 

さかきな どになる と、 神 出現の 木と 言 ふ義を 持つ のか 

も 知れぬ。 神 名の^ 3 なども^^ の 転化で はなから う 

か。 日本の 最古い 神 名 語尾^^ は^^で あらう (^M 



ス メラ ガム ッ カム 

なむち. お ほひる めむ ち. ほむち わけな ど)。 皇睦神 

ろぎ など 言 ふ睦も 誤解で、 TT^^ で 神の 義か、 Z 

ゥヅ ヒ コ 

つくな どに 近い 義か。 珍彦 など 言 ふ うづの 何もい つと 

同じ だら う。 ひこ は ひるめの 生んだ 日の 子で あり、 天 

子の 日の み 子と 区別した ので ある。 

神人 • 巫女な どに 日 を 称した の も ある。 にぎ はやび . 

たけ ひ、 後世の 朝日 • 照 日な ども ある。 ひとの^ j も、 

刀禰 などの^ j で、 神の 配下の 家の 意で あらう か。 神の 

属 隸の義 だら う。 神の^ -祇 (1 は領 格の 語尾) の^ 

など、 皆 精霊の 義 であらう か。 女性の 神 称に 多い 

のみ も 同様で ある。 ¥はゅ で、 領 格の 語尾で ある こと 



は、 つと 同じい。 

^は 獣類の 名と なって、 海豹 • 絡 などの 精霊に、 メ 

^は 蛇-雷な どの 名と なった。 餅 も ひょっとすると、 

霊 代になる もの だから、 の 系統 かも 

知れぬ。 酒 • 饌な ども 神 名で あらう。 ^6 など もい つと 

関係が あるの だら う。 ^^'•^fl の^ 6 で、 善で あり、 

3 3 

寿で あり、 穀 である。 常世の よも 或は 此 かも 知れぬ。 

^は^^に 対する 再 語根で あらう か。 少し 横 路に外 

れ たが、 前に 回って、 • は 同根で あらう。 か 

うして 見る と、 二三 根の 語が 始めて 一 根の 語 を 出して、 

又 二三 根の 語 を 作る 様で ある。 TT^^-S^^ 



づ • ある • ます など 皆 同系の 語であった らしい。 「をく」 

など も、 をつ から 出た 逆用 例で あらう。 

丄八 



さて、 をつ はどうして 繰り返す 意 を 持つ か。 外来 魂が 

来る 毎に、 世代 交替す る。 さう して 何の 印象 もな く、 

初めに 出直す と 見て ゐ たのが、 段々 時間の 考へ を容れ 

た 為、 推移す る ものと 観じて 来た。 出 雲 国 造 神 賀詞の 

ヲチ カタ ワカ ミヌマ 

「彼方の 古川 岸、 此方の 古川 岸に、 生 ひ 立てる、 若水 沼 

のい や！ S にみ！^ まし、 濯ぎ 振る を どみ の 水の、 い 



や をち にみ をち まし 」 などに 見える をち かたと 言 

ふ 語に は、 寿詞を 通じて^ 霊の 信仰が 見える。 ^ 

一と^ と を 対照して ゐ るの は、 同義 類語と 考 へたの 

だ。 わかゆ は 「わか やぐ」 の 語原で、 若々 しくなる 義 

だ。 古く は、 若くなる 事であった かも 知れぬ が、 此辺 

の 用語 例 は をつ と 同じに 用ゐて ある。 くり 返す 事 を 一 

個人に ついて 謂へば、 蘇る ことで あり、 又 毎年 正月に 

其 年の くり 返しす る 事に も 言 ふ。 さう すると 「み をち 

ませ」 は 若返りの 事 を 意味す るの だ。 

出 雲 国 造 は 親任の 時 一 一度、 中臣は 即位の 時 一度 だけで 

あつたが、 氏ノ 上の 賀正 事になる と 毎年あった。 天子 



の 魂の をつ る こと を 祈る のが 初めで、 其が 繰り返す こ 

と を 祈る ので ある。 生者 だから 蘇る とい ふので なく、 

生 も 死 も 昔 は 魂に 対して は 同 待遇だった の だ。 其 為、 

同じ 語 も 生者に 対して は 「くり 返す」 ことになるので 

ある。 此が 時代の 進む に 連れて 若返る 事になる。 そし 

て 其 霊 力の 本 は 食物に あった。 即、 呪 言 の^を 捧げる 

ので ある。 

中臣 天神 寿詞に は、 天つ 水と 来との 事が 説かれて ある。 

来の 霊と 水の 魂と が、 天子の 躬に 入る のであった。 此 

が をつ るので あり、 若返る 意になる。 諫詞に 用 ゐられ 

ると、 蘇生 を 言 ふ。 正月の 賀正 事に も、 氏ノ上 は^, を 



奉って 寿す る。 氏々 を 守った 此 ほの 外来 魂 を、 天子が 

受けて 了 はれる ので ある。 天子 は 氏々 の 上に 事実上 立 

たれた わけ だ。 

降伏の 初めの 誓詞 も、 此寿詞 である。 処が、 ^と 言 

ふ 語が、 段々 健康 をば かり 祝 ふ 様になって、 年の 繰リ 

返し を 言 ふの を 忘れて 行った。 飯 食に 臨む 外来 魂 をと 

り 入れる 信仰から、 よるべ の 水の 風習 も 出て 来る。 魂 

と 水との 関係で ある。 人の 死んだ 時 水 を 飲ませる の も、 

此霊カ 観が 段々 移って 行った の だ。 死屍に 跨って する 

起死 法 も 水の ない 寿詞 だ。 唯 身分 下の 人の 為にす る 方 

式だった の だ。 



今の 世の 人の 信じない 年数だった。 

神皇 正統 記の 神代 巻の 終りな どを教 へる と、 若い 人た 

ち は 笑 ふ。 なまいき なの は、 人皇の 代の 年数まで も 其 

伝で、 可な り 為政者 等が 長め たもの だら うと 言 ふ。 こ 

んな 入れ智慧 をす る 間に、 歴史学 研究の 方々 はも 一 度 

すで 水で 顔 も 腸 も 洗うた 序に、 研究 法 もす でら せる が 

よい。 日本人に は、 そんな 寿命の 人を考 へる 原因が あ 

り、 歴史が あるの だ。 そして、 同じ 名の 同じ 人格の 同 

じ 感情で、 同じ 為 事 を 何百 年 も 続けて ゐた常 若な 

カン ダチメ 

※部 〔# 「广+ 寺」、 130-S や 巫女が、 幾人 もく あつ 

た 事を考 へて 見る がよ い。 此ー 人格の 長い 為 事 をば 小 



さく 区ぎ つて、 歴史的の 個々 の 人格に 割り あてた ので 

ある。 その 今一 つ 前 は、 千年で あらう が、 どれ だけ 続 

カン ダチメ 

かう が、 一 続きの 日の 御子 や、 まへ つぎみ • ※部 〔# 

「广+ 寺」、 130-12 の 時代が あつたの だ。 

日本人が 忘れた ま、 で 若水 を 祝 ひ、 島の 人々 がま だ片 

なりに 由緒 を 覚えて すで 水 を 使うて ゐる。 日 • 琉 双方 

の 初春の 若水 其 は、 つれぐ を 佗ぶ る 事 を 知らぬ 古代 

の 村人 どもが、 春から 冬までの 一年の 外 は、 知らず 考 

へずに 居った 時代から、 言葉 を換 へく して 続けて 来 

た 風習で ある。 考 へて 見れば、 其 様に くり 返しく、 

日本の 国に 生れた 者 は 日本国民の 名で、 永く おのが 生 



命 を 託する 時代の 事 だと 考 へて 来 もし、 行き もす るの 

だ。 我々 の 資格 は 次の 世の 資格で ある。 人の 村 や 国 或 

は 版図に 対して は、 その 寿詞を 受ける 度に 其 外来 魂 を 

とり 入れ/ \ して、 国 は 段々 太って 来た。 長い 伝統と 

は 言 ふが 実は、 海の 村人の 如く、 全体として は 夢の 一 

生 を 積み/ \ して 来た 結果で ある。 すで 水 を 呑む の は、 

選ばれた 人 だけだった。 其に も 係らず、 人々 は 皆 其に 

あやから うとした。 せめて は 自家の 井戸から でも、 一 

掬の 常世の 水 を 吊らう と 努力して 来た。 さう して 家 や 

村に は、 ともかく こんな 人が 充 ちて ゐ たの だ。 すで 人 

からの あやかりもの である。 此 機会に 「おめでた ごと」 



の 話 を 言 ひ 添へ て 置かう。 

七 

下品な 語 だが 「さば」 を 読む と 言 ふ。 うっかりと 此話 

にも 「さば」 を 読んだ ところが ある。 「さば」 は 産 飯で、 

魚の 鯖で はない。 神棚に 上げる 盛り 飯の 頭 を はねて、 

地べたな どへ 散したり する。 頭 だから 「あたま を はね 

る」 との 同義で、 さば はね を 加へ て 勘定す る 事で ある。 

とい ふ 語 は 大分 古くから あつたと 見え、 尊者に 上 

げる 食物 を 通じて さばと 言 ふ IS だ。 



春の 初めと 盆 前の 七日 以後、 後の 藪 入りの 前 型 だが、 

m を 読みに 出かけた。 親に 分れて 住む 者 は、 親の 居 

る処 へ、 舅. 姑の ゐる 里へ も、 殊に 親分. 親方の 家へ 

は 子分. 子方の 者が、 何処に 住まう が 遠から うが、 わ 

ざく 挨拶に 出かけた。 藪 入りの 丁稚 • 小 女まで が 親 

里 を 訪れる の は、 此風 なの だ。 だから 日は替 つても、 

正月 • 盆の 十六 日に なって ゐる。 

閻魔 堂 • 十 王 堂 • 地蔵 堂な どへ 参る の は、 皆が 魂の 動 

き 易い 日の 記念であった ので、 魂 を 預かる 人々 の 前に 

挨拶に 出かけた の だ。 此は 自分の 魂の 為で あらう。 ま 

た 家へ 帰る の は、 蕪 村が 言うた 「君 見ず や。 故人 太祇 



の 句。 藪 入りの ねる や 一 人の 親の そば」。 さう した 哀 

を 新に する 為に 立ちよ るので はなかった。 親への 挨拶 

よりも、 親の 魂への 御 祝儀に も 出かけた の だ。 

「おめでたう」 はお 正月の 専用 語に なった が、 実は 二 

度の 藪 入りに、 子と 名のつ く 者 即 子分 • 子方が、 親 

分 • 親方の 家へ 出て 言うた 語な ので ある。 上 は 一 天 万 

乗の 天子 も、 上皇 • 皇太后の 内に 到られた。 公家 • 武 

家. 庶民 を 通じて、 常々 目上と 頼む 人の 家に 「おめで 

たう」 を 言 ひに 行った なごりで ある。 「おめでた くお 

はし ませ」 の 意で、 御 同慶の 春を欣 ぶので はない。 「お 

めでたう」 を かけられた 目上の 人の 魂 は、 其に かぶれ 



て めでたくな るの だ。 此が 奉公人. 嫁 壻の藪 入りに 固 

定 して、 「おめでたう」 は 生徒に かけられ ると、 先生 か 

ら でも 言 ふやう になって 了うた。 此は 間違 ひで、 昔な 

ら 大変で ある。 一 気に 其 目下の 者の 下につ く 誓 ひ をし 

たこと になる。 盆に 「おめでたう」 を 言うて ゐる 地方 

ィキ ボン ィ キミ タマ 

は、 あるかな きかに なった。 でも 生 盆. 生 御霊と 言 ふ 

語 は 御存じで あらう。 聖霊 迎 への 盆 前に、 生 御 魂を鎮 

めに 行く のであった。 室町 頃から は 「おめでた ごと」 

と言うた 様で あるから、 盆で も 「おめでたう」 を唱へ 

たので ある。 正月の 「おめでたう」 は 年頭の 祝儀と し 

て、 本義 は 忘れられ、 盆 だけ は 変な 風習と して 行 はれ 



て 来たの だ。 

サ ナカ 

此日 可な り 古くから、 夏の 最中に きまって 塩 鯖の 手 土 

産 を さげて、 親. 親方の 家へ 挨拶に 行った。 背の 青い 

魚の 代表の 様な あの 魚 も、 と 言 ふ 名 は 古い。 其 時 

に 持って行く 物 を^ M と言うた から、 其 土産の 肴まで 

と 名 をと つたと は 言 はれない。 私 は、 餅も粢 も、 

米 団子 も、 飯 を 握った 牡丹餅 も 持って行った であらう 

が、 皆 此らは 初穂で 斿へ たもので、 此 風俗の ある 時代 

流行の 中心に なった 地方の 人々 の 間で、 すぐ 腐る 餅 類 

が 大きな 家で はた まって、 どうに もなら ない とい ふの 

で、 塩物で も、 生腥を 喜ぶ 処 らしく、 塩魚 を 持ち こん 



だのが、 段々 風 をな すと 言 ふ 風に なっても、 やはり 此 

時の 進上 物に^ M としか 言はなかった。 其で 「s, と 

言 ふのに 赤鰯 はこれ 如何に」 など、 矛盾 を 感じ 出して、 

塩 鯖に きまった のかと 思うて ゐる。 子分 . 子方 を 沢山 

持った 豪家な どで は、 塩物 屋の 様に 積み上げられた 事 

であらう。 「今年 も 相 変り ませず、 御 ひいき を」 と 言 ふ 

頼み は 後の 事で、 古く は、 今年 も あなたの 子分です、 

御 家来です、 と 誓 ひに 行った の だ。 其が 目下の 人の、 

齢 を 祝福す る詞を 述べる 事で 示される ので ある。 「お 

めでたう」 などに なると、 短い 極限で あるが、 其 固定 

に 到る までに は、 永い 歴史が ある 康 である。 



来 上って 来た。 職人 歌合せ や 絵巻の 類の 盛んに 出て ゐ 

た 頃 は、 保護者 階級と 供給者の 地位と は、 はっき リ分 

れてゐ た。 職人と 言 ふの が、 世間に は 檀那ば かりで、 

どちら 向いても 頭の あがらぬ 業態で、 他人の 為の 生産 

や 労働ば かりして ゐた 人々 なので ある。 中臣祓 へば か 

リ唱 へて ゐる 様な 下級の 神主 • 陰陽師、 棚 経 読んで 歩 

く 様な 房 主 を はじめ、 今 言 ふ 諸 職人 • 小 前 百姓 • 獵師 - 

漁 人な どに 到る まで、 多く は 土地に 固定した 基礎 を 持 

たない 生計 を 営む 者で ある。 上古の 部 曲 制度の 変形 を 

した もので、 檀那 先は拡 つても、 職の 卑し さは 忘れて 

貰 はれない 時代であった。 



職人の 大部分が 浄化 せられて 町人と なり、 町人の 購買 

力が 殖えて 来て、 お 互 どうしの 売り 買 ひが 盛んになつ 

た。 どちらから もお 得意で あり、 売り手で あると 言 ふ 

様になる と、 需要供給 関係が、 目上 目下 を 定めて 居た 

時代の なごりで、 年頭の 「おめでたう」 は、 両方から 

鉢 合せ をす る 様になる。 かう して 廻 礼 先が むやみに 殖 

えて、 果は 祝福のう け 手 • かけ 手の 秩序が 狂うて 来た 

のであった。 

其 「おめでた ごと」 を どこかし ことなく 唱 へて 歩いた 

一 団の 職人が あった。 謂 は y 祝言 職で ある。 此 とても 

元は、 一 つの 家な リ、 一 つの 社寺な り、 隸 して ゐる処 



の 巧に 出来なかった もの は、 賤の賤 と 言 ふ 位置に 落ち 

て 了うた。 此 階級から 能役者 • 万歳 太夫 • 曲舞々 • 神 

事 舞 太夫. 歌 舞妓 役者な どが 出た。 もっと 気の毒な の 

は、 とても 浮ぶ 瀬の なかった 者と 一 つに せられた。 

祝な ど 言 ふの は、 其で ある。 「祝言」 の 一字 をと つて 

称 へられた ので ある。 地方に よって は、 賤民 階級の 部 

立て や 解釈が まちく で、 同じ 名の 賤称 を 受けた 村で 

も、 おなじ 種類の 職人 村ば かりではなかった。 

だが、 一度 唱へ ると 不可思議な 効果 を 現す 其 文句 は、 

千篇 一 律であった。 後に は 色々 のェ 風が 積まれて、 

段々 に、 変った 文句 も 出て 来た。 此 祝言が 段々 遊芸 化 



して 演じて、 見せしめ にした。 文句 は 過去 を 言 ふ 部分 

が 多く 加り 変って 来ても、 詞章の 元来の 威力と 副 演出 

の わざ をぎ とで、 一 挙に 村の 太古に 還る。 今日に して 

昔で ある。 村人 は、 今 始めて 神が 来て、 精霊に 与へ る 

効果 を も 信じた ので ある。 其 力の 源 は、 寿詞 にある。 

寿詞 は、 物事 を 更にす る。 更は、 くり 返す ことで ある _ 

サラ 

さら は 新の 語感 を 早くから 持って ゐた 様に、 元に 還す 

ので あると 言 ふよりも、 寿詞の 初め 其 時になる ので あ 

る。 

さら はさる の 副詞 形で ある。 去来の 意の さる は、 向う 

から 来る ことで ある。 春の 初めの 猿 楽 も、 古くから 行 



はれたら うと 思 ふ が 、 さ る —— 今 は 縁起 を 嫌 ふ —— が 

^と 同意義に 近かった ので はなから うか。 猿 女 君の 

さるち、 昔 を 持ち 来す 巫女と しての 職名で あつたので 

はない か。 
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